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送水車 コンテナ式ホース延長車 
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１ 海水利用型消防水利システムの紹介 

 

［システムの概要］ 

海水利用型消防水利システムは、消防水利の寸断等の消防活動障害が予想される大規模震災 

時やコンビナート火災等、大量の消火用水を必要とする火災に対処するため、遠方の海や河川 

等の巨大水源から災害現場へ大量に送水し、消防隊の効果的な消火活動を容易にするシステム

です。 

遠距離送水の他に、ゲリラ豪雨や地下街冠水時の排水対応としても運用が可能です。 

 

［システムの構成］ 

 このシステムは、最大５０ｍの落差のある水源から送水する油圧式水中ポンプと高出力エン 

ジンを搭載した「送水車」及び約２，０００ｍ先の遠距離へ送水する１５０ｍｍのスーパーラ 

インホースを搭載しホース回収装置を装備した「コンテナ式ホース延長車」の２台１セットで 

構成されています。 

 

［導入の目的／配備運用］ 

 松山市では、今後における広域・大規模災害の発生時に備えるため、また緊急消防援助隊の 

活動体制の充実強化を図ることを目的として、消防組織法第５０条の規定に基づき総務省消防 

庁からこのシステムの無償貸与を受け、平成２４年１０月１５日、西消防署に配備するととも 

に同署「特殊消火隊（石油コンビナート、危険物施設火災等の特殊火災に対応する消防隊）」が 

運用を開始しました。 

 

     

主 要 諸 元 表 

 送 水 車 コンテナ式ホース延長車 

全 長 ８，３００ｍｍ ７，９００ｍｍ 

全 幅 ２，４９０ｍｍ ２，４９０ｍｍ 

全 高 ３，６００ｍｍ ３，６２０ｍｍ 

車両総重量 １４，９９５ｋｇ １５，９９５ｋｇ 

メーカー 

型 式 

日野自動車社製 

ＬＫＧ－ＦＳ１ＡＭＡＡ 

日野自動車社製 

ＬＫＧ－ＦＨ１ＡＬＡＡ改 

総排気量 ８．８６Ｌ ８．８６Ｌ 

平成 24 年 4 月 1 日 特殊消火隊 発隊 

平成 24 年 10 月 15 日 配車式訓練披露 
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【送水車】 

 

  日野自動車社製大型ダンプシャーシをベースに、送水装置（ハイドロサブＨＳ－１５０）と 

 ２．９ｔ吊り三つ折り式ラジコン対応クレーンを装備した車両で、水源の近くで運用します。 

  油圧駆動の水中フロートポンプの積み下ろしを容易にするため、後部に耐荷重１，０００㎏ 

 のパワーゲートを備えています。 

  送水能力は、毎分４，０００リットルで、最大深度５０ｍの高落差から取水が可能です。 

   

 

      

       送水装置制御盤                 水中ポンプ 

  （ハイドロサブＨＳ－１５０）            （車載した状態） 

 

 



4 

 

【コンテナ式ホース延長車】 

 

  日野自動車社製消防専用シャーシをベースに、コンテナ着脱装置を備えています。 

  ホース延長コンテナには約２，０００ｍ分の１５０ｍｍスーパーラインホースが２分割して 

 収納してある他に、収納時に使用するホースの回収装置（ＨＲＵ２００）を装備しています。 

  また、コンテナ左右の機材収納ボックスには、ホースブリッジや各種分岐金具を収納してい 

ます。 

  さらに、ホース回収時の低速走行を容易にするため、オートマチックトランスミッションが 

採用されています。 

   

 

      

    ホース回収装置（ＨＲＵ２００）     １５０ｍｍスーパーラインホース 
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２ 運用方法 

 

 ■火災対応 

  水源近くに送水車を車両部署し、コンテナ式ホース延長車で送水先までホースを延長します。 

  延長先では分岐金具等を活用し放水、ポンプ車等への送水、又は防火水槽への充水に活用し 

ます。 

 水利が少ない林野火災や石油コンビナート火災時における大量送水等、幅広く使用できます。 

 また、従来のポンプ車とはポンプの仕組みが違い、呼び水・真空等は必要ありません。 

  

（１）水源近くに送水車を部署 

  隊員による搬送やクレーンを活用して水中ポンプを設定します。 

  水中ポンプはストレーナの大きさ（40cm 程度）以上の水深があれば使用できます。 

     

   水中ポンプを車両から降ろす         ポンプにホースを結合する 

     

     クレーンで吊り上げる           水中ポンプを投入する 
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（２）コンテナ式ホース延長車によるホース延長 

  水中ポンプの設定と同時に、ホース延長車が送水先までホース延長を行います。 

     

   後方のハッチからホースを降ろす     車両が走行しながらホースを延長する 

     

 水中ポンプからのホースとホース延長車   他の車両が通過する場所にはホースブリッジ 

 のホースとを金具で結合する        を設定する（耐荷重 5t、50km/h まで） 

     

 二又分岐金具により１５０ｍｍホースの    延長先に多分岐金具を設定し６５ｍｍ 

２線延長も可能               ホースに水を分配可能 
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（３）送水車の送水装置（ハイドロサブ HS-150）のエンジン回転を上げ取水、送水開始 

     

  中央のディスプレイでエンジン回転を     水中ポンプから１５０ｍｍホースに 

  制御し、送水を開始する           送水される 

 

 【送水装置（ハイドロサブＨＳ－１５０）の基本構成】 
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（４）送水先では消防車両や隊員の持つノズル等から放水活動を実施 

     

150 ㎜ホースの先端に多分岐金具を設定、65 ㎜ホースに水を分配し消防車等に送水する 

     

        放水状況                   放水状況 

 

（５）ホース回収 

  コンテナ式ホース延長車を低速走行させ、ホース回収装置（ＨＲＵ２００）で回収します。 

  ホース回収装置は左右どちらでも設定が可能で、ホースの敷設方向に合わせて使用します。 

      

      ホース回収中の状況          コンテナ内のホース収納状況 
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■排水対応 

  河川の氾濫や地下街での冠水時における排水、また、近年夏季に発生するゲリラ豪雨や救助 

 活動にも運用が可能です。 

  水中ポンプはストレーナの大きさ（40cm 程度）以上の水深があれば使用できます。 

 

 

  

 

 

■その他 

  その他、各種金具を設定することにより、水の流れを変更できます。 

     

        十字分岐金具                  逆止弁 

     

         仕切弁                 各種金具の設定例 

 


